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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡とその超音波内視鏡用の気管チューブ

(57)【要約】
【課題】本発明は、内視鏡の挿入部をできるだけ細く構
成し、しかも前方側の視野も得られ、穿刺する作業を安
全に行うことができるうえ、気管支用に好適に使用する
ことができる超音波内視鏡とその超音波内視鏡用の気管
チューブを提供することを最も主要な特徴とする。
【解決手段】気管支内に挿入される細長い挿入部２の先
端部に配設された先端硬質部６の先端側に超音波プロー
ブ部７、基端側に前方斜視の観察光学系９と、照明光学
系１０と、処置具用のチャンネルの鉗子出口１１とが設
けられた光学ブロック８をそれぞれ配設し、超音波プロ
ーブ部７に配設された超音波振動子１２が超音波を放射
する方向と逆の方向に光学ブロック８に対して超音波プ
ローブ部７をオフセットさせたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  気管支内に挿入される細長い挿入部の先
端部に先端硬質部が配設され、この先端硬質部の先端側
に超音波プローブ部、基端側に光学ブロックがそれぞれ
配設されるとともに、
前記超音波プローブ部に前記挿入部の軸方向と略平行な
超音波走査平面を走査する超音波プローブが配設され、
前記光学ブロックに前方斜視の観察光学系と、照明光学
系と、前記超音波走査平面上に処置具を突出するように
配された処置具用のチャンネルとが設けられ、
かつ前記超音波プローブが超音波を放射する方向と逆の
方向に前記光学ブロックに対して前記超音波プローブ部
をオフセットさせたことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】  気管支内に挿入される細長い挿入部の先
端部に先端硬質部が配設され、この先端硬質部の先端側
に超音波プローブ部、基端側に光学ブロックがそれぞれ
配設されるとともに、
前記超音波プローブ部に前記挿入部の軸方向と略平行な
超音波走査平面を走査する超音波プローブが配設され、
前記光学ブロックに前方斜視の観察光学系と、照明光学
系と、前記超音波走査平面上に処置具を突出するように
配された処置具用のチャンネルとが設けられた超音波内
視鏡の前記挿入部を内挿する気管チューブ本体を設け、
この気管チューブ本体の長さを少なくとも患者の口か
ら、前記内視鏡の前記挿入部の先端部までの長さ程度
で、かつその断面形状を扁平形状にそれぞれ設定し、さ
らに前記気管チューブ本体における少なくとも前記内視
鏡の先端部付近に超音波透過部を配設したことを特徴と
する超音波内視鏡用の気管チューブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、狭い気管支に挿入
可能な気管支用の超音波内視鏡とその超音波内視鏡用の
気管チューブに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、超音波内視鏡として、例えば特
開平１－１２４４４４号公報には、穿刺針を備え、超音
波画像のガイド下に穿刺を行える穿刺用の超音波内視鏡
が示されている。この種の穿刺を目的とする従来の超音
波内視鏡では、穿刺針を光学画像と超音波画像の両方に
よって観察するために、先端硬質部の先端側に超音波プ
ローブ部が配置され、先端硬質部の基端側に穿刺針を突
出させる処置具突出口を有する光学ブロックが配置され
ている。この光学ブロックに収められた光学観察系の視
野方向は側方に向けられている。
【０００３】また、特開平５－３４４９７３号公報に
は、穿刺用の超音波内視鏡の観察光学系を前方斜視に構
成して、前方斜視の観察光学系によって穿刺針を光学的
に観察可能としつつ、ある程度は内視鏡の先端方向も観
察可能な構成の超音波内視鏡が示されている。
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【０００４】
【発明が解決しようとする課題】特開平１－１２４４４
４号公報の装置では、穿刺針を超音波画像および光学画
像によって捕らえることができる。しかしながら、この
超音波内視鏡の光学視野は、いわゆる側視であり、内視
鏡の挿入部の先端方向は光学的には観察できない。その
ため、内視鏡の挿入部の挿入時には、先端方向の光学視
野が得られないので、内視鏡の挿入部の挿入作業が難し
くなる問題がある。特に、人体の気管支に挿入される気
管支内視鏡では、内視鏡の挿入部が挿入される気管支が
細いため、内視鏡の挿入部の先端方向の光学視野が得ら
れることの要請が強い。
【０００５】また、特開平５－３４４９７３号公報の装
置のように観察光学系の視野方向を斜め前方に向けて配
置した場合であっても観察光学系の先に超音波プローブ
が配置されているため、観察光学系の視野のうち、超音
波プローブのある方向（一般的にダウン方向）が超音波
プローブによって遮られ、先端方向の視野が十分には得
られない問題がある。
【０００６】一般に、気管支用の超音波内視鏡において
は、気管支が狭いため、特に内視鏡の挿入時に前方を光
学的に観察して手技の安全性を高めることが重要となっ
ている。
【０００７】しかし、観察光学系の先端方向の十分な視
野を得るためには、超音波プローブを極めて細く構成す
るか、あるいは観察光学系を超音波プローブから径方向
に十分に離間させる必要がある。ここで、超音波プロー
ブを十分に細く構成することは、技術的に困難であるた
め、観察光学系の先端方向の十分な視野を得ることは難
しい問題がある。
【０００８】一方、観察光学系を超音波プローブから径
方向に十分に離間させた場合には先端硬質部の観察光学
系を大型化する必要がある。このように先端硬質部の観
察光学系を大型化した場合には内視鏡の挿入部が太くな
る問題がある。
【０００９】しかしながら、気管支は非常に狭い管腔構
造であるために、内視鏡の挿入部を太くした場合には、
患者の苦痛につながるだけでなく、気道確保が困難にな
る問題がある。
【００１０】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、内視鏡の挿入部をできるだけ細く構成
し、しかも前方側の視野も得られ、穿刺する作業を安全
に行うことができるうえ、気管支用に好適に使用するこ
とができる超音波内視鏡とその超音波内視鏡用の気管チ
ューブを提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、気管
支内に挿入される細長い挿入部の先端部に先端硬質部が
配設され、この先端硬質部の先端側に超音波プローブ
部、基端側に光学ブロックがそれぞれ配設されるととも
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に、前記超音波プローブ部に前記挿入部の軸方向と略平
行な超音波走査平面を走査する超音波プローブが配設さ
れ、前記光学ブロックに前方斜視の観察光学系と、照明
光学系と、前記超音波走査平面上に処置具を突出するよ
うに配された処置具用のチャンネルとが設けられ、かつ
前記超音波プローブが超音波を放射する方向と逆の方向
に前記光学ブロックに対して前記超音波プローブ部をオ
フセットさせたことを特徴とする超音波内視鏡である。
そして、本請求項１の発明では、超音波プローブが超音
波を放射する方向と逆の方向に光学ブロックに対して超
音波プローブ部をオフセットさせることにより、前方斜
視の観察光学系によって処置具（針）を観察できるばか
りでなく、内視鏡の挿入部の前方方向の視野を広くして
見やすくし、かつ、内視鏡の挿入部をできるだけ細く構
成するようにしたものである。
【００１２】請求項２の発明は、気管支内に挿入される
細長い挿入部の先端部に先端硬質部が配設され、この先
端硬質部の先端側に超音波プローブ部、基端側に光学ブ
ロックがそれぞれ配設されるとともに、前記超音波プロ
ーブ部に前記挿入部の軸方向と略平行な超音波走査平面
を走査する超音波プローブが配設され、前記光学ブロッ
クに前方斜視の観察光学系と、照明光学系と、前記超音
波走査平面上に処置具を突出するように配された処置具
用のチャンネルとが設けられた超音波内視鏡の前記挿入
部を内挿する気管チューブ本体を設け、この気管チュー
ブ本体の長さを少なくとも患者の口から、前記内視鏡の
前記挿入部の先端部までの長さ程度で、かつその断面形
状を扁平形状にそれぞれ設定し、さらに前記気管チュー
ブ本体における少なくとも前記内視鏡の先端部付近に超
音波透過部を配設したことを特徴とする超音波内視鏡用
の気管チューブである。そして、本請求項２の発明で
は、超音波内視鏡の挿入部を気管チューブに内挿するこ
とにより、気管支内でアングル操作などを行った場合で
も、先端硬質部が局所的に気管を圧迫することがなく、
より安全である。また、気管チューブ越しに超音波観察
及び穿刺が可能になるため、穿刺時の針の刺入の反力に
より先端硬質部の段差等が気管壁を圧迫することが無い
うえ、超音波内視鏡の挿入部と気管との間に気管チュー
ブが介在するために気管への圧迫力が分散する。また、
気管チューブの断面形状を扁平形状とすることにより、
ほぼ円形断面の気管内における気管チューブの短径方向
に隙間ができ、確実に気道が確保できるようにしたもの
である。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図４を参照して説明する。図１は本実施の形
態の超音波内視鏡１の全体構成を示すものである。この
超音波内視鏡１には人体の気管支内に挿入される細長い
挿入部２の基端部に手元側の操作部３が連結されてい
る。
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【００１４】さらに、挿入部２には細長い軟性部４の先
に湾曲部５が連結され、さらにその先に先端硬質部６が
取り付けられている。なお、軟性部４および湾曲部５は
ほぼ円形の断面形状をしている。また、図２に示すよう
に先端硬質部６は、先端側の超音波プローブ部７と、基
端側の光学ブロック８とから構成されている。この光学
ブロック８の後端側は、湾曲部５と接続しているため、
その断面は円形をしている。
【００１５】光学ブロック８には、図３に示すように観
察光学系９と照明光学系１０とが並べて収められてい
る。ここで、観察光学系９は図２中に参照符号Ｖで示す
ように光学視野を斜め前方とした前方斜視の観察光学系
によって形成されている。
【００１６】さらに、光学ブロック８には挿入部２内に
配設された鉗子チャンネルの先端側の開口である鉗子出
口１１が、やはり斜め前方に向けて配置されている。こ
の鉗子出口１１は、観察光学系９と照明光学系１０との
並設部の近傍位置に配置されている。
【００１７】また、超音波プローブ部７には、円弧状に
配列されたアレイ式の超音波振動子（超音波プローブ）
１２が組み込まれている。ここで、図２に示すように超
音波振動子１２によって超音波走査される超音波走査面
１３は、挿入部２の軸方向にほぼ平行な面であり、かつ
その超音波走査範囲Ｓは、扇型を成している。この扇型
の中心線は、挿入部２の軸方向に対しておおよそ垂直
か、もしくは先端方向に若干傾いている。そして、図３
に示すように光学ブロック８の鉗子出口１１は、超音波
走査面１３とほぼ同一面上に配置されている。
【００１８】また、超音波プローブ部７は、図３に示す
ように光学ブロック８の基端側に対して、超音波走査範
囲Ｓとは反対側（図２、３中で下側）に適宜のオフセッ
ト量ｅ１でオフセットされている。言い換えると、内視
鏡１の先端硬質部６を前方から見た場合に、光学ブロッ
ク８の後端の断面に対して、超音波プローブ部７が図３
中で下側にはみ出た形に配置されている。さらに、この
超音波プローブ部７のオフセットによる超音波プローブ
部７と光学ブロック８との段差は、図２に示すように傾
斜面状の接続部１４によって滑らかに接続されている。
【００１９】また、超音波プローブ部７の先端側と基端
側には、バルーン１５を取り付けるためのリング状の溝
部１６が設けられている。バルーン１５は円筒形状した
ゴムで出来ている。そして、このバルーン１５の円筒の
両端の開口にはリング状のバンド部１７が形成されてい
る。このバンド部１７は、溝部１６に嵌め込んだ際に締
め付けによって水密となるよう、溝部１６の径よりも小
径に形成されている。なお、超音波プローブ部７には、
バルーン１５の内部に水を供給、排出するための図示し
ない管路が開口されている。
【００２０】また、超音波内視鏡１の手元側の操作部３
には端末部に接眼部１８が設けられている。さらに、こ
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5
の操作部３の外周部には湾曲部５をアングル操作するた
めの操作レバー１９と、鉗子口２０と、バルーン１５の
内部に水を供給、排出するための図示しない管路に連結
されたバルーン用管路連結部２１が設けられているとと
もに、ユニバーサルコード２２の基端部が連結されてい
る。このユニバーサルコード２２の先端部には図示しな
い光源装置及び図示しない超音波観測装置に接続するた
めのコネクタ部が設けられている。そして、操作部３の
鉗子口２０から鉗子チャンネルに穿刺針２３を挿入可能
になっている。
【００２１】また、本実施の形態の超音波内視鏡１には
挿入部２を内挿する気管チューブ２４が設けられてい
る。この気管チューブ２４は、可撓性のある超音波透過
性の樹脂チューブで気管チューブ本体２５が作られてい
る。
【００２２】さらに、この気管チューブ２４の長さは、
超音波内視鏡１の挿入部２よりやや短い程度である。例
えば、使用時（穿刺実施時）にこの気管チューブ２４の
基端側は患者の口の外にあり、先端側は挿入部２の先端
部が突出しない長さ程度に設定されている。この気管チ
ューブ２４の断面形状は図３に示すように非円形で、扁
平な楕円形状となっている。
【００２３】また、気管チューブ２４の断面形状の長径
は、人体の気管Ｈの直径とほぼ同じか、又は小さくなる
ように設定されている。従って、気管チューブ２４を患
者の気管Ｈに挿入した場合、ほぼ円形の気管Ｈと扁平な
楕円形状の気管チューブ２４との間には隙間が形成さ
れ、この隙間が気道となる。なお、気管チューブ２４の
内径は、図３に示すように、超音波内視鏡１の先端硬質
部６を通過させるのに適した長径、短径に設定されてい
る。
【００２４】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の超音波内視鏡１の使用時には、図１に示
すように予め超音波内視鏡１の挿入部２に気管チューブ
２４を被せた状態で超音波内視鏡１の挿入部２を患者の
気管Ｈに挿入する。ここで、気管チューブ２４は扁平な
断面形状をしているため、超音波内視鏡１の挿入中、ほ
ぼ円形の気管Ｈと扁平な楕円形状の気管チューブ２４と
の間には気管チューブ２４の短径方向に隙間が形成され
る。
【００２５】その後、先端硬質部６が目的部位に到達し
た時点で、気管チューブ１１の先端が内視鏡１の挿入部
２の先端を越える程度まで、気管チューブ２４を前進さ
せる。続いて、図４に示すようにバルーン１５に脱気水
２６を送り、バルーン１５を膨張させる。
【００２６】この状態で、超音波内視鏡１の操作レバー
１９の操作によって湾曲部５を湾曲させ、内視鏡１の先
端硬質部６を図４中で上方（アップ方向）に移動させて
気管Ｈ、気管チューブ２４、バルーン８をそれぞれ密着
させる。さらに、この状態で、超音波観察により画像上
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に穿刺対象Ｈ２を描出する。
【００２７】その後、超音波内視鏡１の鉗子チャンネル
に穿刺針２３を挿入し、鉗子出口１１より突出させる。
このとき、穿刺針２３は超音波画像のガイド下で気管チ
ューブ２４越しに気管Ｈ内に刺し、気管Ｈの近傍の穿刺
対象Ｈ２に穿刺する。この状態で、穿刺針２３にシリン
ジ等を接続して吸引し、穿刺目的部位の細胞を針２３内
に吸引する。
【００２８】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態の超音波内視鏡１
では、先端硬質部６を、超音波プローブ部７と光学ブロ
ック８で構成し、超音波プローブ部７を光学ブロック８
に対して超音波走査方向とは反対方向にオフセットさせ
て配置したので、前方斜視の観察光学系９の光学視野Ｖ
が超音波プローブ部７によって遮られるおそれはない。
そのため、内視鏡１の挿入部２の先端方向にも十分な広
さの光学視野Ｖが得られるので、内視鏡１の挿入部２の
挿入が容易である。
【００２９】さらに、光学ブロック８の太さを超音波プ
ローブ部７の外径に合わせる必要が無いため、光学ブロ
ック８、湾曲部５、軟性部４等を格別に太くする必要が
無い。そのため、超音波内視鏡１を内挿可能で内視鏡１
の挿入部２の先端に届く長さの気管チューブ２４を組み
合わせた場合でも、光学ブロック８の後端の断面に対し
て、超音波プローブ部７が図３中で下側にはみ出た形に
オフセット状態で配置されている先端硬質部６を気管Ｈ
内でアングル操作する際にも、気管Ｈに局所的な圧迫力
を加えにくく、より安全である。
【００３０】また、気管チューブ２４を超音波透過性の
樹脂で構成したため、気管チューブ２４越しに超音波観
察、および穿刺針２３の穿刺が可能となる。これによ
り、穿刺針２３の穿刺時に先端硬質部６が穿刺針２３の
穿刺の反力を受けた場合に、先端硬質部６の段差などが
気管Ｈの壁面を圧迫して障害が生じることがない。
【００３１】さらに、現在、使用中の超音波内視鏡１を
他の内視鏡と入れ替える場合においても、超音波内視鏡
１を気管Ｈ内から引き抜く際に先端硬質部６の超音波プ
ローブ部７と光学ブロック８とのオフセット部分が気管
Ｈを直接擦らないため、気管Ｈへの負担が小さい。
【００３２】また、本実施の形態では気管チューブ２４
が扁平な楕円形状の断面であるため、気管チューブ２４
を患者の気管Ｈに挿入した場合、ほぼ円形の気管Ｈと扁
平な楕円形状の気管チューブ２４との間に隙間を形成す
ることができるので、この隙間を気道として使用するこ
とができ、気道が確実に確保できる。
【００３３】なお、本発明は上記実施の形態に限定され
るものではない。例えば、第１の実施の形態の気管チュ
ーブ２４は、この気管チューブ本体２５の少なくとも先
端付近の素材を光学的に透明としてもよい。
【００３４】本変形例では、気管チューブ２４の先端付
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近が透明であることから穿刺針２３の穿刺時に観察光学
系９に気管Ｈの壁面が密着しない状態でも気管Ｈの壁面
が光学的に観察可能となる。そのため、気管Ｈの壁面か
らの出血の有無が光学的に確認可能となり、より安全性
が高くなる効果がある。
【００３５】さらに、その他、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。次に、
本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）  気管支用超音波内視鏡、及び気管支用超
音波内視鏡用の気管チューブにおいて、
・挿入軸と平行な超音波走査平面を走査する超音波プロ
ーブと、
・超音波走査平面上に処置具を突出するように配された
処置具用のチャンネル
・挿入部先端に先端硬質部を有しており、先端硬質部
は、先端側の超音波プローブ、基端側の光学ブロックか
ら構成されている。
・光学ブロックには前方斜視の観察光学系、および照明
光学系が設けられている。
・超音波プローブ部は、光学ブロックに対して、超音波
プローブが超音波を放射する方向と逆の方向にオフセッ
トしている。
更に、この超音波内視鏡を内挿する気管チューブが、
・少なくとも患者の口から、内視鏡先端までの長さを有
し、
・少なくとも先端付近の素材が、超音波透過性であり、
・その断面形状が、扁平形状をしている。
ことを特徴とする気管支超音波内視鏡、及び気管支用超
音波内視鏡用気管チューブ。
【００３６】（付記項２）  気管支用超音波内視鏡、及
び気管支用超音波内視鏡用の気管チューブにおいて、
・挿入軸と平行な超音波走査平面を走査する超音波プロ
ーブと、
・超音波走査平面上に処置具を突出するように配された
処置具用のチャンネル
・挿入部先端に先端硬質部を有しており、先端硬質部
は、先端側の超音波プローブ、基端側の光学ブロックか
ら構成されている。
・光学ブロックには前方斜視の観察光学系、および照明
光学系が設けられている。
・超音波プローブ部は、光学ブロックに対して、超音波
プローブが超音波を放射する方向と逆の方向にオフセッ
トしている。更に、この超音波内視鏡を内挿する気管チ
ューブが、
・少なくとも患者の口から、内視鏡先端までの長さを有
し、
・少なくとも先端付近の素材が、超音波透過性であり、
・その断面形状が、扁平形状をしている。
ことを特徴とする、気管支超音波内視鏡、及び気管支用
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超音波内視鏡用気管チューブ。
【００３７】（付記項３）  上記構成に加え、気管チュ
ーブを光学的に透明な素材で構成したことを特徴とす
る、付記項２に記載の気管支超音波内視鏡、及び気管支
用超音波内視鏡用気管チューブ。
【００３８】（付記項１～３の従来技術）
・先行技術１  特開平１－１２４４４４号公報
先行技術１においては、超音波画像のガイド下に穿刺を
行える超音波内視鏡が提案されている。この先行技術に
おいては、穿刺針を超音波画像および光学画像によって
捕らえることが可能となっているが、光学視野は、いわ
ゆる側視であり、内視鏡先端方向は光学的に観察できな
い。挿入時には、先端方向の光学視野が得られたほう
が、挿入が容易であり、従ってより安全性が高い。特に
気管支内視鏡では、気管支が細いため、より先端方向の
光学視野が得られることの要請が強い。先行技術１で
は、この点に課題がある。
・先行技術２  特開平５－３４４９７３号公報
先行技術２においては、光学系を前方斜視に構成して、
穿刺針を光学的に観察可能としつつ、（ある程度は）先
端方向も観察可能としている。しかしながら、先端方向
の十分な視野を得るためには、超音波プローブを極めて
細く構成するか、あるいは観察光学系を超音波プローブ
から径方向に十分離間させる必要がある。さもなければ
視野のうち、超音波プローブのある方向（一般的にダウ
ン方向）が超音波プローブによって遮られ、先端方向の
視野が十分には得られないからである。超音波プローブ
を十分に細く構成することは、技術的には困難であるた
め、やはりこの先行技術によっては気管支超音波内視鏡
を、細くかつ前方の視野十分に構成することは出来な
い。
【００３９】（付記項１～３が解決しようとする課題）
  穿刺を目的とする穿刺用の超音波内視鏡においては、
穿刺針を光学画像と超音波画像の両方によって観察する
ために、先端硬質部の先端側に超音波プローブ部を配
し、先端硬質部の基端側に処置具突出口を有する光学ブ
ロックを配置しており、ここに収められた光学観察系の
視野方向は斜め前方に向けられている。しかし、観察光
学系の先に超音波プローブがあるために視界が妨げら
れ、前方の視界が十分に得られない。気管支用の超音波
内視鏡においては、気管支が狭いため、特に内視鏡の挿
入時に前方を光学的に観察して手技の安全性を高めるこ
とが重要となっている。一方、気管支は非常に狭い管腔
構造であるために、内視鏡の挿入部を太くすることは、
患者の苦痛につながるだけでなく、気道確保が困難にな
るという意味でも、避けなければならない。これまでの
技術によれば、先端方向の光学視野を犠牲にするか、あ
るいは内視鏡を太く構成するしかなかった。
【００４０】（付記項１～３の目的）  本発明の目的
は、内視鏡挿入部をできるだけ細く構成し、しかも前方
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側の視野も得られる、穿刺用の気管支用超音波内視鏡を
提供することである。
【００４１】（付記項１の課題を解決するための手段）
  気管支用超音波内視鏡、及び気管支用超音波内視鏡用
の気管チューブにおいて、
・挿入軸と平行な超音波走査平面を走査する超音波プロ
ーブと、
・超音波走査平面上に処置具を突出するように配された
処置具用のチャンネル
・挿入部先端に先端硬質部を有しており、先端硬質部
は、先端側の超音波プローブ、基端側の光学ブロックか
ら構成されている。
・光学ブロックには前方斜視の観察光学系、および照明
光学系が設けられている。
・超音波プローブ部は、光学ブロックに対して、超音波
プローブが超音波を放射する方向と逆の方向にオフセッ
トしている。
【００４２】（付記項１の作用）  以上の構成により、
観察光学系により処置具（針）を観察できるばかりでな
く、内視鏡前方方向の視野を広く得られる。しかも、光
学ブロック部及び湾曲部、軟性部などを太くせずに済
む。
【００４３】（付記項２の課題を解決するための手段）
  更に、この超音波内視鏡を内挿する気管チューブが、
・少なくとも患者の口から、内視鏡先端までの長さを有
し、
・少なくとも先端付近の素材が、超音波透過性であり、
・その断面形状が、扁平形状をしている。
【００４４】（付記項２の作用）  以上の構成により、
気管支内でアングル操作などを行った場合でも、先端硬
質部が局所的に気管を圧迫することがなく、より安全で
ある。また、気管チューブ越しに超音波観察及び穿刺が
可能になるため、穿刺時の針の刺入の反力により先端硬
質部の段差等が気管壁を圧迫することが無い。（気管チ
ューブが介在するために気管への圧迫力が分散する。）
また、気管チューブを扁平としたため、ほぼ円形断面の
気管とは、気管チューブの短径方向に隙間ができ、確実
に気道が確保できる。 *

10
*【００４５】
【発明の効果】請求項１の発明によれば、超音波プロー
ブが超音波を放射する方向と逆の方向に光学ブロックに
対して超音波プローブ部をオフセットさせたので、内視
鏡の挿入部をできるだけ細く構成し、しかも前方側の視
野も得られ、穿刺する作業を安全に行うことができるう
え、気管支用に好適に使用することができる。
【００４６】請求項２の発明によれば、超音波内視鏡の
挿入部を気管チューブに内挿することにより、気管支内
で超音波内視鏡の挿入部のアングル操作などを行った場
合でも、先端硬質部が局所的に気管を圧迫することがな
く、より安全である。また、気管チューブ越しに超音波
観察及び穿刺が可能になるため、穿刺時の針の刺入の反
力により先端硬質部の段差等が気管壁を圧迫することが
無いうえ、超音波内視鏡の挿入部と気管との間に気管チ
ューブが介在するために気管への圧迫力が分散する。ま
た、気管チューブの断面形状を扁平形状とすることによ
り、ほぼ円形断面の気管内における気管チューブの短径
方向に隙間ができ、確実に気道を確保することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の穿刺用超音波内
視鏡の全体構成を示す斜視図。
【図２】  第１の実施の形態の穿刺用超音波内視鏡にお
ける挿入部の先端部付近の要部構成を示す縦断面図。
【図３】  第１の実施の形態の穿刺用超音波内視鏡にお
ける挿入部の先端部付近の要部構成を示す正面図。
【図４】  第１の実施の形態の穿刺用超音波内視鏡によ
る穿刺針の穿刺動作を説明するための要部の縦断面図。
【符号の説明】
２    挿入部
６    先端硬質部
７    超音波プローブ部
８    光学ブロック
９    観察光学系
１０    照明光学系
１１    鉗子出口（処置具用のチャンネル）
１２    超音波振動子（超音波プローブ）
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